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主要主主義大学 大却! 隆文

夢だけは大きく 大学院の頃は電気工学科系統工学講座

でORの手法をもとに動的システムの最適化に関する研

究を行なってきましたが，電気工学というかんばんから

は抜けきれず，現在おもに強電関係の講義実験を担当し

ています.学部時代 2 度と見るまいと思っていた教科書

実験書を必死で読み返しているところですが， ORに凝

り悶まった頭で、電気工学を見直してみると案外おもしろ

いもので，まだまだOR的考えや手法の必要な分野が残

されているようです.

一方，去年ーからマイコンに興味をもち，現削~ {'I'マイ

コンはじめ 3 台のマイコンと放電プリンタ， XY レコー

ダが接続されており近日ミニフロッピーを購入予定でい

ます.今後は， LP 向きマイコン， DP 向きマイコン，

・・・をネットワークで結合し， ソフトウェアとハードウ

ェア両面からの数理計画システムを作ろう./ と夢だけ

は大きくふくらませています.

長室51452;;?ffii. センター 大作u内正明

基本姿勢 大学の修論でモデルピノレディングの手法をテ

ーマに選んで以来，入社後も①大気汚染シミュレーショ

ン， ②兵庫ダイナ i ックス (SD モデノレ)， ( CARPS 

(データベースと各種モデノ~，応用システムの総合的運

用によって計画策定を支援する対話型システム)の 3 つ

のプロジェグトを担当しシミュレーションの方法論と

システム(道具)に関する研究開発を進めてきた.

これらの仕事を通して，常に自分に(ときには他人に

も)言い聞かせてきた基本姿勢がつぎのヲ点である.

④手法は前提と左もに語オ1.(結果よりも前提を中心に

検討し，問題を把握するための手段とせよ)

②地味でも王確な言葉で諮れ. (十分に定義されないな

味ありげな概念を娠り担|すな.概念は具体的|有終のエッ

センスであるべき)

③専門外の分野に対する理解を深めよ.しかし白らの
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まず第 1 に果たすべき役割(私の場合， I コンビュータ利

用技術に関連した方法論とシステムの面で具体的成果を

出すこと」であると考えている)を;忘れるな.

fi、の最近の仕事の中心は日本語情報処理に移っている

が， これらの基本姿勢は現克も信条として生きている.

野党鋭研究附 )嵐田 恒夫

プロジ z クト組織 大型併究開発，社会開発の権進など

qJ.一企業組織を超えて組織されるプロジェクト・チーム

が，各人の出身組織と， とくに資源配分をめぐって，コ

ンフリクトを生ずることがしばしばです. この根底に

は，チームの追求するプロジェクト目標が，元来，各企

業のもつ目標を“超える"ところに設定される性格があ

るからだと考えられます.目標が異なれば行動様式は変

わってこざるを得ません.ここで，企業左 L、う組織への

“所属"意識の強いわれわれ目木人にとって，超企業 11

襟をもっ(しかも ~H可?的組織である)プロジェクトのマネ

ジメントとし、う課題はつのかなり震大な挑戦である

といわなければなりません.以上は，私にとって当而の

研究課題であると同時に，多くの受託調査研究テーマを

プロジェグト制によって実施しているわがシステム開発

研究所の管理という現実の問題でもあります.

iA事絞殺部久野源三

やりがいのある仕事 現在i 配電総合設備計画システム」

開発のため，最後の追いこみをかけている.これは配電

部門の予算編成・見直し・期末推定業務と施設計画業務

をサポートする， TS S のマンマシン・システムである.

配電部門は600万以上の需要家に電力を供給する部門で，

個々の工事規模は小さ〈ても，工事件数が多く全社工事

予算の約 1/4 を占め，統計的モデルの利用がぴったりす

るところで， OR屋としてはやりがし、のある仕事である.

さて，モテール作りに当って「投資方針」を誰が決める

かが問題となる.投資方針をも含む最適化をモテソレ内に

組み込んだほうが当面良い結果が得られるが，そのよう

なシステムは気骨のある計画犀から総スカンを食うであ

ろう.説得に成功したら逆に，計画屋を駄目にしてしま

い将来問題となろう.したがって，われわれは長期的観

点から，判断要素は極力機械化しないようにしてし、るが，

逆にわれわれ自身がORの実践不足となりつつある.諸

兄の御助言を請う.
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議王事長室 宇井 徹j在

最近の仕事と研究大学ではORの講義と演習それに電

算機演習を担当しています. 4 年生の卒業研究ではOR

の他に最近は多変量解析についても指導しています.過

去 2 年間研究室の学生とともに，現代学生の意識構造に

ついて， I考え方J ， I実態J ， Iデモグラフィックな項円 J

に関する調査を関西地方を中心に行ない，多変量解析に

より分析してみましたが，意識構造を把握することのむ

ずかしさを痛感しました.

興味をもっている研究分野はマンパワー・プランニン

グです.松田武彦先生の指導をいただきながら研究を続

けており，主として日本経営工学会で発表しています.

マンパワー・プランニング問題には量的な側面と質!げな

側聞があるわけですが，最近は量的側面と質的側面，7)統

合および測定問題にアタックしています.欧米では7 ン

パワー・プランニング問題は多くの研究者により研究さ

れております.日本においても研究仲間がふえ，五L 、に

啓発する機会ができることを期待しております.

講義主主著書田研究室 石井 博昭

能力不足を痛感私の所属する商田研究室は，待ち行

列，決定理論，探索理論，信頼性，そして数理計画il菊係

とオベレーションズリサーチ全般にわたる研究が行なわ

れていますが，やはりメインは西国先生をはじめとする

確率的分野であります.私自身は数理計画関係，正くに

グラフ，ネットワークや組合せ問題などの離散変数に関

ずる最適化を研究しております.この分野では，最近，

計算機科学と結びついた計算の複雑性の研究がさかんに

行なわれている. 私もその方面には興味があるのです

が，独創的な考えや級密な頭脳が要求されるようて，能

力不足を痛感する次第です.上記の分野以外には，確率

計画法に興味があり，最近は，グラフ上の問題でコスト

とかが確率的に変動する場合の最適化を研究しておりま

す.しかし， この分野でも数学的， とくに確率論の知識

と応用が必須となってきており，なかなかむずかしいよ

うです.また，この分野の研究をしておられる方が，ま

わりにおられず，その点からも困っている次第です.こ

の会員近況を書くのをきっかけにいろいろな人から，教

えて頂けることを期待しております.

1979 年 11 月号

機王李完学 阪田省二郎

線から商へ ここ数年来研究してきたことを「有限体上

の 2 次元 2 童周期配列と 2 次元巡回符号]という題目の

論文に最近まとめました これは，線形再帰系列L、わゆ

る線形シフトレジスタ系列の 2 次元への拡張で，商像等

の 2 次元的な情報の処理への応用をはかり，一方では誤

り訂正符号として重要な巡回符号を拡張した 2 次元(さ

らに多次元)巡回符号について工り能率のよいものがあ

るかどうか，符号化の方法等を明らかにすることが主要

な円的です.このための基礎となる 2 変数多項式環の

イデアルに対する算法を提案し，それを実際にプログラ

ミングして小さい符号長(而結)の符号を網難的に調べ，

線形符号として最適なものをいくつか見つけることがで

きました.その他， M系列を 2 次元に拡張したM平岡の

構造も明らかになっています.

ところで，先日このテーマについて大阪大学工学部・

基礎工学部，大阪府立大学工学部の情報理論研究者とデ

ィスカッションをしてきました.OR との関係では，擬

ランダム配列としてのM平商の応用や多項式イデアルに

対する算法等の手法面からのアプローチを当面考えてい

ます.現在の所属学会は IEEE，電子通信学会等です.

諸問71 サイエンスグルーゾ 木村 裕二

ようやく新入社員 入社して 1 年半経ちましたが，三菱

電機では研修期間が 1 年間ですのでようやく本当の新入

社員としてのスタートを切ったところです.

私のグループの活動は，主に研究開発活動の企画・調

査であり，企業環境の予測，新事業分野の企画・調査，

新製品のアイディアゼネレーションなどを行なっており

ます.このため，発想、法，技術予測・需要予測手法， R

&Dマネジメントの手法，経営・組織論など企業に必要

なソフトテクノロジーの研究開発を， ソフトサイ L ンス

の研究部門として併せて行なっております.

私は，この l 年間ある新事業分野の企画・調査に携わ

りましたが年経ってみて，社会で、は学生のころと違

い組織的な活動がより要求されると感じております.そ

れには関係者のコンセンサスを得ることが必要であり，

そのためにはL、かにすればよいか，コンセンサスの得ら

れやすい資料づくり，組織の運営方法などを含めて OR

の考え方を基礎にして考えていきたいと思っています.
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